
 

世田谷ケアマネジャー連絡会 役員会議事録 

日 時 令和５年 4月 25日（火） 19：00 ～ 21：00 

開催場所 ズーム会議 

出席者 

渡部、佐藤、相川、斎藤、森川,横田、安藤、川上、新居 

世田谷区事業者支援担当 安田様、河合様 

【欠席】花尾（敬称略、順不同） 

1. 世田谷区より 

世田谷区事業者支援担当 安田様より 

 

「個別避難計画調査表」洪水危険区域に指定されている玉川地区へ発送のご連絡 

・要介護３・４・５の方へ発送しています。ケアマネの事業所名称や担当ケアマネの 

 記入欄があります。可能な範囲で対応してほしい。提出してもらえると区側としても

情報が把握できる。無理に提出しなくてもいい。 

 今年秋以降に震災含めた調査表が世田谷区全域へ発送される。 

 玉川へ送られた内容（大型台風による多摩川洪水欄が削られたもの）一部変更 

されたものが送られる。 

 

「電子申請届出システムによる指定更新等の受付開始」ついてのご連絡 

・介護保険法施行規則等が改正され、各種の申請（指定更新・変更）届出は厚生労働省

が構築した「電子申請届出システムにより行うことになった。システムの利用開始に

あたっては「Gビズ I Dプライム」を取得する必要があります。アカウントを作成する

までに 2週間かかるので早めにしておくようにしてください。 

 まずは、Gビズ I Dプライムの I Dを取得する。4月 2日付で送られている通知を 

 参照してください。世田谷区 H P「15036」で検索もできます。処遇改善加算は今まで

同様の届け方法です。 

 

「地域包括システムでの『医療と介護の連携』〜シンポジウム〜についてのご連絡 

世田谷区からの出席者 

・保険福祉政策課     石井氏 

・保険医療福祉推進課 小泉氏、高橋氏 

・介護保険課     谷澤氏 

・事業者支援担当   安田氏 

 

 

 

 



 

2. 各部会報告 

◼ 災害研修部会 

・災害研修開催行いアンケート作成（アンケート参照） 

  参加者 55名のうち 44名の回答あり 

 

アンケートを踏まえた課題 

① 風水災害時の福祉避難所（特養施設等）の利用について 

事前のショート利用など施設側の事情こみ（一元さんをいきなり受け入れは厳し

い、普段使いを意識するなど） 

② ケアマネは施設と利用者のマッチング行うことの必要性については認識薄い 

③ 福祉避難所までの交通手段 

 

アンケートを踏まえた感想 

＊個別避難計画作成時より C Mが参加必要 

  普段から携わってゆけば意識もたくなるのではないか 

＊普段から C Mは災害時の利用者支援を意識する（ケアプラン 2表に位置付けるなど） 

＊今回の研修参加者約 8割の C Mに協力意思があることがわかった 

 

◼ 全体研修 

 ・令和 5年 4月 27日（木）19時から 20時半  開催決定 

 「精神疾患がある利用者及び家族への対応」 オンライン研修 

 ・75名（現時点）の参加 

 ・会員より受講証明書の問い合わせあり順次発送してゆく（今まで分含めて） 

 

◼ 主マネ部会 

 ・令和 5年 5月 19日（金）19時から 20時半 集合研修 

 ・梅ヶ丘パークホール  定員 100名 

  定員いっぱいの場合は会員を優先する 

 ・「地域包括ケアシステムでの『医療と介護の連携』〜シンポジウム〜 

 ・世田谷区より『地域ケアシステム』説明していただく 

 ・C M代表を会員に方に依頼済み 

  研修に向けての準備について 

  ・当日ファシリなし 

  ・プロジェクター準備については使用者有無によって決まる 

   （区はプロジェクターを使用） 

  ・登壇者の所属氏名を安田係長へお伝えする 

  ・研修資料は受講者各自で印刷し持参してもらう 



  ・検温せず 

  ・マスク着用 

  ・アルコール設置（新居） 

  ・受付（川上、協力員）協力員への協力依頼（相川、安藤） 

  ・受付者とは別に会計対応者（一宮、横田） 

   令和 4年度未納の会員に対して対応行う受付で用意しておく 

  ・会場設置 全員 

  ・自転車案内係（斎藤、新居） 

・包括、施設への F A X送信（相川） 

・申し込みをグーグルフォームで送信行う（佐藤） 

＊役員集合時間：18時（18時半受付開始）＊ 

 

◼ ６月総会について 

場所：梅ヶ丘パークホール 

日時：令和 5年 6月 28日（水） 19時から 21時 集合形式で開催 

・基調講演あり 

・介護保険課より出席していただく 

・総会資料 5月役員会までに作成しておく 

 

◼ 世田谷区社会福祉審議会 部会事例発表について 

・6団体参加し 5分から 8以内にて発表行う（発表者相川） 

発表内容 

① コロナ禍において世田谷区の福祉事業に提言したこと 

② 災害に関して C Mの意見を集約し区に届けたこと 

③ 施設部会が区民の方と繋がってゆくために社会資源を造ったこと 

 

◼ 今後の連絡会について 

・総合的な方針の検討行う（役員会とは別日を設ける） 

令和 5年 5月 9日（火）19時から１時間 ズーム 

・事前に各自ビジョンを考える（楽しいこと、連絡会の理念を踏まえた活動等） 

 

【次回の役員会 集合開催】 

令和 5年 5月 23日（火）19：00～21：00  うめとぴあ 会議 

 

 

議事録 新居 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

ご記録者：落 

 


